
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和５年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回研修推進部会 

開 催 日 時 令和６年２月５日（月） 16：00～16：30  

開 催 場 所 滋賀医科大学医学部附属病院 マルチメディア会議室黄 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院       今井 晋二（部会長） 

大津赤十字病院             片倉 浩理（副部会長） 

滋賀県立総合病院            山本 秀和（副部会長） 

大津赤十字病院             吉田 友紀 

滋賀医科大学医学部附属病院       服部 聖子 

滋賀県立総合病院            能登 昌子 

公立甲賀病院              井本 勝治 

彦根市立病院              木下 千恵美 

市立長浜病院              宮﨑 恵子 

高島市民病院              水流 輝彦 ＜代理＞渡邊 温士 

高島市民病院              前川 直美 

近江八幡市立総合医療センター      牛嶋 壮 

東近江総合医療センター         目片 英治 

一般社団法人 滋賀県歯科医師会     高山 真一 

公益社団法人 滋賀県看護協会      西井 美恵子 

公益社団法人 滋賀県診療放射線技師会  平田 誠 

公益社団法人 滋賀県臨床検査技師会   西尾 久明 

一般社団法人 滋賀県歯科衛生士会    山本 千里 

一般社団法人 滋賀県病院薬剤師会    須藤 正朝 

滋賀県健康医療福祉部          藤田 恭子 

滋賀県立総合病院            野間 幸夫 

 

【オブザーバー】  

滋賀県がん患者団体連絡協議会      柳田 英代 

 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院       中川 聖子 

滋賀医科大学医学部附属病院       渡部 唯 

（敬称略）            

欠 席 者 【部会員】 

彦根市立病院              吉川 浩平 

公立甲賀病院              金谷 由美子 

市立長浜病院              黒澤 学 

市立大津市民病院            峠岡 佑典 

淡海医療センター            小林 遊 

済生会滋賀県病院            鴨井 和実 

長浜赤十字病院             藤本 剛英 

一般社団法人 滋賀県医師会       中村 隆志 

一般社団法人 滋賀県薬剤師会      西村 光子 

公益財団法人 滋賀県栄養士会      巽 達也 

（敬称略） 



 

議 事 概 要 １．報告等 

・部会長より、オブザーバーの紹介があった。 

 ・部会長より、第１回部会の議事録は既にメールにて送付済みであるが、指摘事項があれ 

ば事務局へ連絡するよう周知があった。 

  

２．議題 

（１）令和５年度の取組について 

Ⅰ.協議事項 

１）がん関係フォーラム、講演会等開催予定、受講人数について 

  出席者より、医療圏ごとの報告があった。 

 （大津医療圏 片倉部会員より） 

  開催数は25件であり、対象の内訳は一般市民18件、患者・家族24件、医療者16件であっ

た。コロナの影響で以前より開催数が減少していることや5大がんのうち胃・肺・大腸がん

に関する講演会が少ないことが懸念点であるため、改善したい。また大津医療圏ではコロ

ナ禍以前は各病院10件ずつの開催があったが、大津赤十字病院は件数の減少が顕著である

ため、開催数の増加に注力する。 

 （湖南医療圏 野間部会員より） 

  今年度は5回の緩和ケアミニ講座の開催を予定しており現在までに4回終了している。参

加状況は7/13は55名で院内50名、院外5名。9/14は36名で院内29名、院外7名。11/9は53名

で院内47名、院外6名。1/11は23名で 院内17名、院外6名であった。第5回は3/14に開催予

定である。2/10（土）に栗東芸術文化会館（さきら）で開催する第15回滋賀県がん医療フ

ォーラムの申込は約220名。2階の300席は使用せず１階の500席のみを使用することとして

半数には達している。申込締切は本日(2/5）となっているが、座席に余裕があるため、申

込なしでも参加可能にし、各拠点病院の事務局にはメールを予定している。 

 （甲賀医療圏） 

  資料確認のみ。 

（東近江医療圏） 

資料確認のみ。 

（湖東医療圏 木下部会員より） 

  オンライン開催では、がん薬物療法病薬連携セミナーを院外の薬剤師とともに開催した

結果、高い満足度を得た。がんセミナーは彦根市立病院所属医師・看護師・MSWを講師とし、

市民や医療従事者を対象に今週末からYouTube配信を予定している。現地開催においても

満足度は良好であった。また、学校教育として希望があり、12月に中学校にてセミナーを

開催した。周知方法としては広報彦根へのチラシの折込や院内での掲示等を行っている。 

 （湖北医療圏 宮崎部会員より） 

  長浜赤十字病院開催でYouTube配信でのオンライン開催が3回あった。現地開催では研修

会、フォーラム、講演会を実施した。満足度は100％に近く、高評価を得た。3/9(土)には

長浜赤十字病院開催の講演会を現地開催で予定している。 

（湖西医療圏 水流部会員代理 渡邊氏より） 

  院内看護師を対象に化学療法の研修会や、訪問看護師を中心にＣＶポートの研修会を開

催した。市の教育委員会と共同で、2校の中学生を対象に高島市民病院所属医師を講師とし

てがん教育を開催した。2/17(土)には膵臓がんに関する公開講座を予定している。他圏域

と比較すると開催数が少なく、事業管理者よりホール等を使用して講座等を開催すること

等意見を得ているため、検討していく。 

部会長より、2020年度から2023年度1月末までの参加人数と満足度の推移について報告 

があった。昨年度より対面開催の数と割合が増加し、それに伴い累計参加人数も増加。 

東近江医療圏がん診療公開講座等のオンデマンド配信の視聴回数については、年度末に 

累計に加算する予定である。 

  引き続き、研修会等の内容や受講人数増加について改善検討していくこととなった。 

 



 

Ⅱ.報告事項 

２）看護ワーキンググループ活動報告 

  服部部会員より、今年度の取り組みについて説明があった。滋賀県立総合病院と滋賀医

科大学医学部附属病院にて、研修プログラムに沿った内容の〈基礎編〉〈演習編〉が実施さ

れた。〈基礎編〉では延べ357名、〈演習編〉では延べ113名が参加した。滋賀県立総合病院

ではハイブリッド開催であったため、院外の看護師も参加しやすかったという声があっ

た。その他の研修報告では、7病院が実施し延べ397名が参加した。 

  また看護ワーキンググループにてメール会議を実施したところ、第4期のがん対策推進

基本計画に移行していることとがん看護コアカリキュラムが2016年に改定されているこ

とを踏まえ、研修プログラムを見直すべきという意見があがった。意見を踏まえ、2024年

度のがん看護研修プログラムを改定予定である。 

 

３）国立がん研究センターの研修計画について 

  部会長より、既に終了した研修がほとんどであるが、各病院にて研修内容を確認してい

ただき、積極的に受講いただくよう依頼があった。 

 

  ４）各団体の取組について 

  各団体の令和５年度の取り組み及び令和６年度の取り組み予定について、出席者より報

告があった。 

 （滋賀県医師会） 

  資料確認のみ。 

 （滋賀県歯科医師会 高山部会員より） 

 平成30年3月より「口腔がんチェック推進事業」を実施している。現在会員の約半数の2

35件が口腔がんチェックに積極的に参画している。過去5年間の実績として、2022名の患

者チェックを行い、内77名に口腔がんが発見された。引き続き「口腔がんチェック推進歯

科医院」の増加と啓発媒体の増刷・配布を予定している。 

（滋賀県薬剤師会） 

資料確認のみ。 

（滋賀県看護協会 西井部会員より） 

今年度は8/24に「がん患者の看護～治療と社会支援制度を知っていつもの日々を支えよ

う～」を開催し、患者さんがコントロールできるがんについて学んだ。来年度は、資料上

のテーマ(仮)から「がん患者の看護～社会制度を知って治療期から終末期の患者を支えよ

う～」に変更した。また、今年度のプログラムは半日であったが、終日での開催に変更予

定である。 

（滋賀県診療放射線技師会 平田部会員より） 

 テーマは心疾患であったが、コロナ禍以前のように一般市民を対象とした対面型の公開

講座を開催した。来年度は例年通り、がんをテーマとした公開講座を検討している。また、

滋賀県が行っている「がんと向き合う週間」に合わせ、がんに対する検査ごとにパネルを

作成し滋賀県診療放射線技師会HPに掲載した。 

（滋賀県臨床検査技師会 西尾部会員より） 

 8月のサマーキャンプは都合により不参加となったが、11/12開催の「検査と健康展」は

参加者数が過去最多の473名であった。主に顕微鏡や超音波の検査体験、乳がん触診、講演

会を行った。また学術部研修会は現時点で12件中9件開催をし、参加者数が特に多いもので

198名や130名の結果を得た。Zooｍ開催の研修会では、他府県からの参加者もあった。精度

管理部では5件開催し、3/2(土)に報告会を予定している。来年度は今年度と同様に進めて

いくが、学術部研修会ではエコー関係の研修会を4件予定している。 

（滋賀県歯科衛生士会 山本部会員より） 

 資料上では研修会を1月開催と記載しているが、講師より能登半島地震の影響による延

期の申し出があり、3/24へ延期となった。来年度もがん関連の研修会を予定している。 

 



 

（滋賀県栄養士会） 

 資料確認のみ。 

（滋賀県病院薬剤師会 須藤部会員より） 

  毎年の目標通り、がん薬物療法conferenceは3月開催分で年3回の開催が達成となる。来

年度も開催予定だが、県下全域対象の局所開催は参加が困難の場合があるため、アンケー

ト等を行い今後の開催方式を検討する。 

（２）部会の取り組み評価(最終評価)について 

 Ⅰ.協議事項 

１） アクションプランについて 

部会長より、ほぼ予定通り取り組めているためA評価とし、次年度も今年度と同様の 

目標で取り組むことについて提案があり、審議の結果、承認された。 

２）PDCAサイクルについて 

  部会長より、資料のピンク箇所の確認、また計画・実行については次年度も今年度と 

同様の目標とすることについて提案があり、審議の結果、承認された。 

 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                          令和６年２月２７日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

   研修推進部会 部会長 今井 晋二 


